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の類のみならず、強い仏教的コンテクストに基づく地獄絵や九相図でさえも、いわ
ばパロディー化のためのサンプル集として用いられている。
　すでに述べたように、石燕『画図百鬼夜行』シリーズは、百鬼夜行絵巻の妖怪行
列をバラバラにして冊子の中に綴じ込んだ。そして、それと同様に、『画図百鬼夜行』
シリーズや『絵本百物語』においては、本来は宗教的な意味を有していた地獄絵や
九相図などの仏教画に含まれる図像モチーフも解体され、新たな意味付けを施され
ていたのである。
　そこにおいては、死をテーマとした宗教画が持つグロテスクなムードのみが引き
継がれており、同時に、それを平面化した妖怪キャラクターとして受容することで、
仏教が主導してイメージ形成を行ってきた、死にまつわる恐怖感をドライに対象化
していたとも言えよう。そのような動きの中で、仏教画において宗教的な意味合い
を帯びていた〝業火〟や〝死体〟は、本来的な要素を脱色されることとなったので
ある。
　ただし、江戸期における仏教的な死のイメージが、常に恐怖の色彩を帯びていた
わけではない。江戸期には、地獄や閻魔大王に代表されるような〝死〟のイメージ
が、深刻な宗教的テーマとしてのみならず、現世の映し鏡としての、笑いの対象と
しても認識されていた。今後は、こうした重層的な仏教イメージのありようを押さ
えた上で、妖怪画から読み取れる、中世から江戸期にかけての仏教イメージの多様
性に関する分析を行っていきたいと考えている。その際には、『画図百鬼夜行』シリー
ズや『絵本百物語』に含まれる、仏具・仏壇・仏像、あるいは寺院や僧を妖怪化し
たり、背景や小道具に用いたりした図像も研究対象に加えていくこととなろう。
　さらに、こうした妖怪図像の分析を通して、『画図百鬼夜行』シリーズおよび『絵
本百物語』が、それぞれどのような意図に基づいて編まれたテクストであったのか、
また、後者においては作者と絵師とがどのような過程で作業を行っていたのか、と
いった基本的かつ重要な問題点に関しても考察を深めていきたい。
　たとえば、先に辻惟雄が地獄イメージの転用の一例として挙げている『月宵鄙物
語後談』は、文政 11 年（1828）刊、桃華園三千丸作、柳斎重春画の読本である。
作中に登場する「火焚」という名の妖怪が、地獄絵の火車の姿をとって現世に現れ
る場面が、柳斎重春の筆で力強く描かれている。
　『月宵鄙物語後談』の作者である桃華園三千丸とは、桃華園三千麿、すなわち『絵
本百物語』の作者たる桃山人その人である。『月宵鄙物語後談』では柳斎重春、『絵
本百物語』では竹原春泉が、それぞれ絵を担当していた。両テクストの図像におけ
る桃山人の関わり方がどの程度であったのかについては未だ詳細が明らかでないも
のの、桃山人が文章を担当した複数の作品の挿絵において、現世に現れた妖怪を描
く際に地獄のイメージが転用されていたことには着目しておく必要がある。こうし
た点に関しても、引き続き調査研究を進めていく予定である。
